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『

厚

生

経

済

学
i

経

済

政

策』

経
济
学
を
学
ぶ
者.に
は
、

い
か
.办
る
経
済
分
析
の 

名

で

あ

れ

、

(

i

を

進

め

：る

に

し

：た

が

；
っ

て

、
：
そ 

■

の

研

焚

の

背

後

に

ど

：
の
，
よ

^

な
..
'
:
:-«

生」

;̂

問
題
.を

：

一
秘
泌
て
い̂

：か
と
い
う
、:.;
'痛
切
介
反
嘗
啥
強
い
ら#
 

る

瞬

間

が

：し

：ば

し

ば

訪

れ

る

こ

と

で

あ

ゐ

5

。
'
ま

た 

.
箱

済

学

を

新

た

政

：学

ぽ

，

.ヶ

：と.す

る

者.に

と.
'
.っ
て
:%
、 

み
ず
か
ら
が
選
択
し^:
^
§
?

領

域

と

し

：
て
0
.
経
^

>
 

の
意
灞
を
、.：
は

じ

め

，
：に

確

認

し

.た

.い

.ネ
 

.
駆
^

れ

.?
)
.

こ
： .

と
.が

あ

ろ

う

。
，経

済

学

*か
；..

「

光

を
..求
.め
.る
. 

科

学」

.

.

.

.で

，あ

る‘と
.n

.

^
、

を.求
.め
^

科

学J 

で
：あ.る

か

：ぎ

り

は

、

.

そ

の

ょ

う

な

瞬

，間

な

り

'.衝

動

：

に
：. 

襲

わ

れ

る

：
の
：が

^

し
^

当

然

：で

あ

名
。
；
：
；

' 

:へ；：

.
ぐ

:'
:
一
 

新

刊

の『

厚
生
経
済
学
と
経
済
政
策

』

は
、.
そ

の

，
 

一
ょ
う
な‘「

患
？

：べ
に
と
り
わ
け
薬
効
著
し
い
蒐
擊
療
. 

法
を
每
え
.て

べ.れ

る
«

筆

者

四

氏

，
の

論

文

が

、

'そ

れ

： 

ぞ

れ

に.強
烈
か
つ
説
得
力
あ
る

「

診
断
と
処
方」

.を

. 

示
し
て
ぐ
れ
る
か
ら
で
あ
る
，
も
ち
ろ
ん
経
済
政
策 

学
を
専
攻
す
る
入
タ
は
い
ぺ
轾
済
や
/

診
断
と
処
方」

.

の
政
策
恶
趣
安̂

#h

;̂.

炎
め
にr

本
書
を
み
ず
か
：
 

ら
の
必
読
文
献
の
中
に
早•急
に
加
え
入
れ
る
必
要
，を

み
.：い.
.
.だ
す
：■で
.
.ち
.ろ
ぅ
.。
.

. 

■

.

，
第

，

j

論

文

：
；
：

「

政

策
-0

的
'
の
設
定
に
つ
い
て」

は
、 

五
井
中
大
教
授
に
よ
っ
，て
、
.：新
厚
生
経
済
学
の
発
展 

4

将

来

；
へ
：
の

展

望

が

示

さ

れ

.て

い

る

。

こ
.，
こ

で

は

補 

.
償
原
理
や
社
会
的f

関

数

の

開

題

点

ぢ
-：
手

際

よ.. 

く

整

理

さ

：れ

：
て
！
い
：
て

|

深

：ぃ"
、
第

芏

論

文

「

厚

生

，

一
経
済
学'に
本
け
る
政
府
：の
役
割

」

-:
':
':
'
は
：
，
、
：
柏

崎

早

太

助
 

教

授̂

H

 

?

て
'

政

策

主

体̂
しH

の

政

府0
:投

割
_ 

に
':
>

.
'-

れ
^

で
¥

生

择

済

学

で
.着

過

：さ

れ

た

童

耍

な

： 

問

題

点

が

：注

目

を

浴

..び
'な

い

ま

ま.-̂
.残

さ

：
.れ

て
.
い

る. 

こ
；
と

が

：強

調

ざ

れ

：

K

い
る
':
0

'と
力
わ
け
，個
人
主！
^

^
 

政
府
観
1

礎
.と

し

；て

発

展
;1
.
:た

厚

生

経

済

学

に

、
,
 

鋭

い

批

判

め

：
矢

が

そ

そ

が

^

て
：
い

る

ど

：
と

'
は

、
；
.：.こ
©
: 

論

文

の

続

篇
^

豊

が
.な

期

待

を

抱

が

：.せ

る

も

の

が

あ
 

る

ブ

加

藤

慶

大

助

教

授

：
の
：論

文

〔

：

「

厚

生

経

済

学

七

：民 

主

主

義

プ

：

p

^

'x
J
;;
'

'

;

t

r

:

:

l

s

!

!

^

.

M

f

:

^

I

^

K

; 

主
主
義
制
度
の
中
で
、
、ど
の
よ
ぅ
.な
実
践
的
政
^

基 

P-

を
用
意
す
る'
V
Vと
.が
で
.き
■.る
.か

，を

論

ず
.る
.；。.
>-
+

」

の
.
 

'
問
題
«

ー
：論

理

：の
*

界

：で
：
ァ

只

：
丨
：ボ

碧

的

結

論

奮
 

引
f

し
.て
い
た
だ
け
に
、
：そ
の
解
決
べ
の
期
待
は
へ 

切
実
.で

：あ

る”
；
論

文

：
で
：

.は

、'；現
^

で
^

ァ
ロ
 

I
 

問

題

，
§

決
が
説
得
カ
豊
か
に
論
証
さ
れ
て
い
.る
,

：
' 

こ
の
—

.か

.な
説
得
力
.

は
：：，： '.

た
と
免
ば
北
欧
の'諸
！L

で
：

実

摩

れ

た
.

、
：
，
奮

政

策

の

-

親

実

糜

詣

深

ぃ

氏

"

の
.

自
信
と
博
学
：■に
支
東
ら
：れ
て
い
る
た
.め
で
あ
ろ
う
。

第
四
論
文「

社
会
科
学
と
形
而
上
学」

は
、
丹
羽
関 

学
大
助
教
授
に
よ
り
、
経
済
政
策
の
极
柢
に
ひ
そ
む 

価
値
基
準
の
科
学
版
が
追
求
さ
れ
、
氏
独
自
の
ベ
実 

証
的
形
肺
上
学」

が
提
唱
さ
れ
て
い
る
。
独
自
と
い 

う
意
味
は
、
近
代
経
済
学
的
客
観
主
義
お
よ
び
マ
ル 

ク
ス
的
次
的
唯
物
論
の
い
ず
れ
に
.
も
.依
樹
す
る
こ
と 

な
く
>
経
済
学
の
ふ
く
む
横
々
の
前
提
や
概
念
の
意 

味
.を
さ
ぐ
ゐ
こ
，と
に
よ
り
.:
'.究
極
的
に
は
：形
而
占
子 

的
直
観
に
.ゆ
.だ
：ね
よ
う
.と
_す
る
こ
と
に
.あ

る
.
'。

い

さ. 

さ
‘か
鬼
面
人
を
愕
が
す
論
題
で
は
あ
る
が
、
骨
っ
ぽ 

い
餘
得
カ
ど
い
ふ
点
で
は
第
三
論
文
と
..並
ん
で
本
論 

文
集
中
の
.白
肩
で
あ
る
。
：
：

.

.

‘
本
書
の
.巻
頭
に
は
、
長
守
善
中
大
教
授
の
序
が
据 

え

ら

れ

て

い

る

。
へ
そ
：
の
：
末

尾

に

;'
：
客

論

文

は

独

立

の
 

形

を

と

：り

：な

が

ら

.も
、
.
経
済
政
策
が
学
問
と
し
て
考 

え

ら

，
れ

る

場

合

に

、

ぜ

ひ

と

も

看

過

し

難

い

'
根

本

的
 

問
題
を
、•
ほ
：ぼ

同.じ

立

場

に

甚

づ

き

、
.
.
系

統

的

に

追
 

.

.求

し
.，て)

い

^

ま
- .

と
，
■
に
ユ
：
ユ
"
丨
ク
'な
論
文集

と

い
■え 

よ
'う」

.
へ

と' 

あ
-る
'。
'
'ま
...っ■
た

く
同
感
.で
.あ

る
。

.
■.敢
え
て 

望
蜀
の
へ
感
想
を
つ
け
加
え
る
な
ら
ば

…

気
鋭
の
俊
秀 

四
氏
：が
、
揃.
っ
て
一
層
円
熟
し
.た
経
済
政
策
理
論
体 

系
を
，
.近
い
将
来
■の
う
^

に
世
の
•「

患
者」

に
処
方 

さ

れ
.

る
こ

±

を
.'a

み
た
い

。

(

泉

文

堂

‘
昭
和
一
一
一
九
年 

四

月

刊‘
；<

5

;

ー.
九
-1

頁
.
‘

五
2:
0

0

•

V

 

: 

古

由

：
精

司
I 

..

ン，吉：田仁
風
編
：：

“
.，

.

:

'

' 

■ 

.

.

.

" 

.

.

.

. 

- 

.'
:

.

.

『

日
本
の
ヵ
ル
，

ル』

:'
- :
'

へ
,:
:
'
:
;
.
/
.
.

.

.!,

.

.

.

:

〕

、：「

^

ル
.

^
ル
問
題」

：-.
は
企
業
形
態
論
か
ら
み
、
 

て

も
-!
'

ま

た

独

占

；の

理

論

.に
と
ぅ

て
も
、
一
常
に
古X
 

し
て
新
し
い
問
題
を
提
起
土
で
き
た
。：

ま
し
て
、
第14

次

大

獲

の

白

本

に

和

い

て

：は

:-
-
1ヵ

：
： 

ル
一
ブ
ル
問
題
卜
は.さ
ま
ざ
.ま
な
形
で
問
題.を
提
起
し
：
 

.っ
‘っ
■あ
っ
た
.
と

.云
:

っ
て
ょ
'い
.%
め

で
あ
^

た
.
®
. 

-く
. 

に
.：

「

日

本
-:
0
.
ヵ
'ル
テ
ル」

'
,は
オ
で
：に
，1
定
.の
機
能
と
：
 

役
割
を
は
た
-t
/.
'
'
r
.ソ

ッ
ヱ
ル
，ン.
に

そ

'の

席

を

ゆ

ず
 

り

：
つ

つ̂
る
.：=
逭

点

移

行

し

，
つ
，
つ

あ

る

と

い

:;
5

評
価 

(

御
園
生
等
氏
1

®

も
み
ら
れ
.て
い
名
。
V
. 

'
'
.し
' か
し
、
自
由
化
体
制
下
に
ふ
っ
.

；

て

.■
■.
 

^
ル
; x
.

ル 

が
さ
ま
ざ
生
な
形
で
新
七''
<

群
生
北
し
..つ
フ
'あ
る
現
.

状

，を

み

る

と
'#

、「：

日

本：

の
；
力‘ル
：テ
ル.問
題)

一
が■そ」

' 

.

•

•
.
. 

;

.. 
'
. 

.

.

.

. 

の
役
割
^
低
下
さ
せ
つ
つあ

る

と

い5

こ

と

は

'简

単

に

断

定̂

東
な
い
も
め
と
云
っ
て
ょ
い
も.の

で

あ

，

- 

. 

■ 

.

*

.

.

 

. 

: 

• 

る
。
：::
、

.

.

.

.

.

.
'
.
.
'
:
. 

.
■
:■
■
■:
.
へ
.

.

.

.:■
,

:, 

■
 

'
'■
.

:

ま
し
：.て
、',
'

自
由
'化
.に
ょ
'る
、
：
国
際
ト
ラ
ス
ト
、
茵

.

際
ヵ
ル
テ
ル
の
增
太
等
に
ょ
^

て
ハ
そ
の
も
っ
意
義

.と
役
割
は
変
容
し
ウ
つ
あ
る
と.と

に

注

目
-1

,.な
け
れ

..

そ
こ
セ
、
.「

力
；
ル
テ
ル
問
題

J,.

を

企

業

形

態

の

形 

.

新

，
刊

紹

.
介
.

態

論

的

視

角

か

ら

，で

な

く

，

■
そ
の
形
態
相
互
の
移
行'

の

論

理

的

関

連

七

.、

；

さ

ら
.に

は
,^

占
価
格
に
'-
b

か
る
.

'

■*
,ル
'テ
ル
の
機
能
等
に
つ
い
て
深
く
掘
り
下
げ
る
必 

要
性
が
あ
.
S

 

,

:

ま
た
、」

日
本
の
企
業
集
中
の
理
論㈤

吧

握

の

一

：
環 

.

と

し̂

し
ヵ
ル
テ
ル
を
明
確
に
^
ら
克
孓
お
く
七
と 

は
ま
す
ま
.す
必
要
不
.可
欠
.な
も
.の
,>

な
^

.
つ
•"
?

あ
.る 

と
^.

っ
.
て
よ
い
で
あ
ろ
ぅ
。

: 

>
:一
一
、
本
書
は
以
土
：の
は
ぅ
：な
理
論
的
要
求
に
答
免

- 

る 
た
.め
.
に

書

が

れ

た

め

+ 

で
な

く

、
む
七
ろ
^

が

国

の
. 

ヵ
ル
‘
_ア
ル
：の
政
策
や
実
態
を
理
解
す
る
た
め
'に
必
要 

.な
知
識
.
.の
概
要
を
整
理
し
だ
も.の
-で
あ
る
。-.
:

ぃ.
：
’

.

-そ
：の
構
成
は
、
第

--
*
章
海
外
諸
国
の
力
ル
.テ
ル
政 

策
、'
.第
：一::1章
わ
が
国
の
.ヵ
ル
.チ

ル

政

策

の

袖

革

,'
第
 

一
一
一
章
：

R

ル
テ
ル
許
容
法
令
と
そ
の
運
用
状
況
、
：
第
四
：
 

韋
■力
.ル
チ
ル
の
現
狀(，

そ
の
他
H
資
料
と
；な

？
て
^' 

る
。
' 

'
,
.
.■:
.
.■:
'
:
.

:

.

.
:
. 

. 

.
'
•'

:

本
書
の
中
心
は.
.む
し
：ろ
実
態
的.把
握
'に
あ
る
限 

り
、
第
三
$

と
第
1

矶

に

カ
,4

が
.
あ
る
の
は
決
し
‘て 

偶
然
で
.は
.*:
,
:い
,;
<
,
そ
こ
で
；は:*
:
ル
.
テ
；ル

許

容

法

令

と 

.

.

.そ

.の
，
特

殊

な

運

用

状

態

が

刻

明

」

に

画

か

れ̂
い
.る

。

ま

た

、
；
.
'
:ヵ

ル

.
テ
ー
ル
件
数
の

 

一I

十

八

•年

以

降

の

急

激

な
 

1
。増

加

：'

(

中
小
企
業
団
体
法
と
.輸
出
入
取
引
法
に
基
づ 

く
ヵ
ル
：テ.
.ル
.、(

.最

近

に

：
お

け

：る

中

小

企

業

団

体

法

_に
：
'

ノ
 

：
甚

づ

：べ

販

売

業

0'

カ
ル
ー
！

V

ル
.
.の
増
大
：

T
.

と
製
造
業
の

カ

ル

テ

，
ル?

品
目
別
カ
ル
テ
ル' 

業

種

別

九

ル

，
テ 

'

ル)

、

と
く
に
代
表
的
：な
鉄
鋼
業
と
：
戡
維
產
業
の
力 

ル
テ
ル
の
実
態
が
生
ま
生
ま
し;<
浮
き
彫
り
さ
れ
て 

い
る
。(

そ
の
.ょ

り

詳

細

な

デ

ー

タ

は

「

資
料」

の

、

：；

七
か
し
、
'
 

第

1
章
の
海
外
諸
国
カ
ル
テ
へ
ル
政
策
が 

「

助
長
政
策
か
.ら
規
制
政
策
へ
1_
:
.

と
推
移
し
、..：

わ
、が 

、
国

も

同

様

、
に

第

.ニ
次
大
戦
前
の「

補
強
政
策
か
ら
、；

'

そ
の
後
の
禁
止
政
策
へ> 
そ
し
て
最
近
の
規
制
政
策 

::

へJ
)

と
み
な
し
て
いる
が
、

こ
れ
は
、
1

資
本
主 

義
の
形
成—

確
立
.ど
そ
の
後
の
発
展
史
の
な
か
で
、 

再
検
討
す
べ
き
：一
般
的
概
括
.で
あ
る
。
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現
代
日
本
思
想
体
系
'
 

2
で

-

•

. 

-
' 

. 

-
.

.
は

じ

，め

に

留

意

す

■べ
き
.ば
、.
本
書
の
構
成
、
お
ょ 

び
本
来
な
ら
ば
、.編
成
の
：根
拠
を
明
か
し
て
然
る
べ 

き
»-

頭
：の'解
説
、' 
両
者
の
.：関
連
の
i

な
が
ら
理
解 

む
難
v>

点
で
あ
る
。
：

■編
者
.の
解
説
は
、
.
余
論111

節
を
附
し
た
本
論
十
節

.
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か
ら
成
り
、

ー〜

三
節
は
',
-
>
.
福

沢

論

吉

.の

思

韻

形

爽
 

.
を

、
：
：；
：
四

マ

六

-#
は
rv.
'
福
^
に)

お
け
る
#.
.蒙
の
意
義
と
.
' 

限
界
を
し
め
し
、
.七〜

九
節
に
お
い
て
、
福
沢
後
期
. 

の
社
会
思
想
を
追
い
乍
ら
、
最
後
の
十
節
に
お
い
て
、

)

福
沢
晚
年
の
宗
教
哲
学
に
説
き
及
ぶ
。；：余
論
の
.三
萍 

は
、同
時
代
人
、後
代
の
学
者
，
戦
後
世
代
に
ょ
る
福 

沢
の
思
想
の
！̂

の
問
題
を
と
^
扱
5
备
で
.あ
石
。
;'
-:
' 

同
時
代
人
の
福
沢
に
食
い
す
る
評
価
'に

ろ

ぐ

い

，
て

：

.
は
：，
解
説
の
筆
渚
が
、
戾
権
思
想
と
平
民
主
義
を
福
. 

沢
の
.
批

判

的

維

承

者

と

看

做

し

.'
福

沢

ら

の

啓

蒙

思
 

•想
に
対
角
線
的
に
対
立
す
る
、
.一1

十
年
代
の
浪
慢
主 

義

と

：
三

十

：̂

の
：社

会

主

義

を

、
.
.
前

彐

者

に

対

置

ム
 

た
区
分
法
が
注
目
に
あ
たi

す
る
。

つ
ぎ
に
後
代
の
:.
-- 

学
者
に
：ょ
る
評
価
の
問
題
に
か
ん〗

し
.て
は
、
丸

山

真

■ 

男
氏
の
福
沢
諭
吉
論
と
故
服
部
^
総
の
福
沢
諭
吉
論 

を
対
比
し
て
紹
介
し
、
編
者
も
む
し
ろ
後
者
に
傾
き
. 

乍
ら
、
福
沢
を
絶
対
主
義
者
と
看
败
す
服
部
之
総
説 

に
た
い
し
、
近
代
思
想
家
と
看
攸
す
永
田
広
志
説
を 

対
®
せ
し
め
て
、
暗
に
問
題
の
所
在
を
示
し
編
者
は 

論
断
を
差
1
控
え
て
い
る
。
と
は
.い
え
解
説
の
論
脈 

よ
り
し
て
、-
編
者
の
見
解
は
以
下
の
ご
-と

.く

理

解

せ
 

ら

れ

る

•

，

,
す
な
わ
ち
福
沢
の
思
想
に
お
け
る
、
究
極
の
課
題 

は
、.
日
本
を
欧
米
列
強
に
も
劣
ら
ぬ
、.
独
立
の
近
^
 

国
家
.た
ら
し
め
ん
と
.す
る
に
.あ
り
、「

民
権
を
主
張
-

•
す
る
は
’
外
国
に
対
し
て
国
権
を
張
ら
ん
が
た
め」

. 

で
あ
る
。
か
く
て
国
権
の
確
立
こ
そ
が
当
面
の
目
的 

と
な
り
、
国
内
の
、民
主
化
は
近
代
化
'
の
.
手

段

で

あ

る
 

と
こ
ろ
か
ら
、
，

「

大
君
の
モ
ナ
ル
キ
に
こ
れ
な
く
候 

:

て
は
、…

…

わ
が
国
の
文
明
開
化
ゆ
進
み
申
さ
ず」

.
; 

.
と
論
断
し
た
こ
と
も
あ
る
福
沢
が
,
明
治
政
府
の
：専
.

ノ
制
主
義
|-
同
調
の
：姿
勢
を
と
^:
こ
>
に
は
何
の
_ふ

し

; 

ぎ
:%
な
い
。
；.こ
れ
を
要
す
る
に
:,
'
絶
対
.主
義
に
'よ
る
：' 

上
か
ら
の
開
化
政
策
を
支
持
し
た
福
沢
も
'
明
六
社 

.
同
人
の
他
の
啓
蒙
思
想
家
と
何
ら
異
る
考
で
は
な 

.

.い
‘
.，と
い
う
訳
で
；あ
る
。
i，さ
.す
が
-

K

家
；の
^;
.説
だ
.け
.
' 

.

.
に
、t

子
界
年
来
の
理
論
的
'
•実
証
的
な
研
究
成
果
を
.

よ
く
踏
ま
え
て
、
定
説
を
平
易
に
.解
説
し
て
余
す
所 

,

な
き
労
作
.で
あ
る
が
、
：本
書
に
収
録
さ
れ
た
福
沢
の
.
 

.著
作
か
ら
は
、
.
媢
者
の
論
誼
を
員
#
け
る
こ
と
さ
え 

容
易
で
は
あ
る
ま
い
。
本
書
は
こ
れ
を
五
部
に
わ
か
. 

ち
、「 I

部
は
福
沢
の
思
想
形
成
を
、'
,
,二

部

JL
ニ
部
は 

学
問
観
，•
.
文

朋

観

，
歴

史

観

.
•
.
人

生

観

を

.伝

え

る

も
 

:

の
.と
.做
し
、
第
四
の
：分
類
は
家
族
制
度
論

.
、
第
五
の 

部
分
に
資
#
主
義
観
を
窺
う
に
足
る
著
作
を
収
録
せ 

ん
と
す
る
趣
き
に
見
う
け
ら
れ
る
。
こ
.の

よ

う
な
’分 

類
の
是
非
は
さ
て
お

き

、

各
部
に
採
択
さ
れ
た
作
品 

を
.通
覧
す
れ
ば
、
.著
作
年
代
の
著
し
い
偏
り
と
、
同 

一
作
品
.の
‘重
複
せ
る
採
録
と
は
、
読
者
を
し
て
当
惑 

.

の
念
を
抱
か
.せ
る
程
め
者
で
あ
る
。
..編
者
が
福
沢
の

主
著
と
看
軟
す
、
、「

文
明
論
之
概
略」

を
抄
録
し
た 

の
も
遺
憾
で
ー
ぁ
る
が
ナ
福
沢
論
吉
め
思
想
形
成
を
知 

^

可
く
’ハ
そ
め
^
晚
年
の
思
想」

.
を
伝
え
る
者
と
編 

.
者
が
自
認
す
る
、「

福
翁
.自
伝J :

を
採
択
し
た
の
も 

.

.理
解
の
ゆ
'か
ぬ
事
.で
は
あ
'る
。
'
か
く
自
沄
に
依
拠
し 

て
、
：「

そ
の
人
み
ず
か
ら
の
ロ
が
.
ら

、

」
「

思

想」

を 

物
語
ら
せ
る
小
説
め
い
：た
.手
法
は
、
思
想
史
学
の
方 

法
に
.
:
.

「

空
想」

'を
も
^

こ

む

-
と
に
.な
ろ
ぅ
。
福
沢 

論
吉
の
思
想
形
成
は
、
ま
さ
しv

六
〇
年
代
の
後
半 

か
ら
七
〇
年
代
の
前
半
に
わ
た
る
、
，近
代
日
本
の
文 

北
#
命
の
過
程
に
お
い
て
把
握
さ
る
べ
き
.

もの
で
あ 

る
。

、 

-

:ーん」

れ
を
要
す
る
に
本
書
の
欠
陥
.は
、
著
作
年
代
の 

令
列
：を
軽
視
し
て
、
；.理
論
的
根
拠
の
薄
弱
な
帛

目
別 

分
類
に
.依
拠
し
だ
編
成
の
.結
果
，
福
沢
の
思
想
の
体 

系
性
と
.そ
の
歴
史
的
な
発
展
の
軌
跡
が
完
全
に
見
失 

わ
れ
た
と
と
に
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
塾
生
の
談

筵

に
お 

い
.て
、.：福
沢
：の
事
蹟
が
語
ら
れ
る
事
の
余
り
に
も
多 

く
，
福
沢
の
思
想
が
読
ま
れ
る
事
は
余
り
に
も
^

い
、
 

と
い
ぅ
些
事
を
無
視
す
汍
ば
、：

か
く
も
無
思
想
的
に 

，分
断

さ

れ

た
：「

思
想
体
系j

の

一
篤
が
、
紹
介
さ
れ 

ね
ば
な
ら
ぬ
'理
由
は
な
ぃ
様
に
思
わ
れ
る
。
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